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ヤ
マ
ト
イ
モ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

輪
作
体
系
の
導
入
と
土
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
品
質
向
上
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
小
学
校
等
と
の
食
育
活
動
に
も

積
極
的
で
す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
人

参
等
の
露
地
野
菜
を
栽
培
し
て
お
り
、

緑
肥
を
取
り
入
れ
た
輪
作
体
系
と
余
裕

を
持
っ
た
作
付
で
、
連
作
障
害
回
避
と

品
質
向
上
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

○
農
地
の
出
し
手
を
募
集
中
で
す

　

規
模
を
拡
大
し
た
い
担
い
手
に
貸
し

付
け
る
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
探

し
て
い
ま
す
。
農
業
か
ら
の
リ
タ
イ
ア

を
考
え
て
い
る
、
相
続
し
た
農
地
の
管

理
に
困
っ
て
い
る
、
水
田
を
や
め
て
畑

に
専
念
し
た
い
な
ど
で
、
貸
し
た
い
農

地
が
あ
る
方
は
、
農
地
の
あ
る
市
役
所

又
は
、
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協

　

海
匝
農
業
事
務
所
で
は
、
9
月
29
日
に
海

匝
地
域
の
女
性
団
体
や
女
性
農
業
委
員
等
で

構
成
す
る
海
匝
農
山
漁
村
女
性
団
体
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
共
催
で
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

会
場
の
東
総
文
化
会
館
に
は
、
女
性
農
業

者
や
農
業
委
員
を
始
め
約

名
の
方
々

が
集
い
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
行
っ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ェ
ア

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
日
頃
実
行

委
員
が
愛
用
し
て
い
る
作
業
着
や
企
業
が
開

発
し
た
カ
ラ
フ
ル
で
快
適
な
作
業
着
の
ほ
か
、

女
性
向
け
草
刈
り
機
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
農
外
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
た
新
時
代
の
農
業
経
営
～
子
育
て
マ

マ
が
働
き
や
す
い
環
境
の
実
現
～
」
と
題
し

て
、
㈱
ド
ロ
ッ
プ
代
表
取
締
役
の
三
浦
綾
佳

氏
か
ら
同
社
の
就
業
条
件
や
作
業
環
境
整
備
、

さ
ら
に
特
殊
な
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
た
ア
イ

メ
ッ
ク
農
法
に
よ
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
の
販

売
戦
略
な
ど
、
新
た
な
感
覚
の
農
業
経
営
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
参
加
者
16
名
が
今
後
の
農
業

経
営
や
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
抱
負
な

ど
を
発
表
し
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

農
業
事
務
所
で
は
、
今
後
も
さ
ら
に
男
女

共
同
参
画
の
推
進
を
図
り
、
農
業
経
営
改
善

や
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
に
お
い
て
、
天
敵
導

入
や
炭
酸
ガ
ス
施
用
を
始
め
と
し
た
ハ

ウ
ス
内
環
境
制
御
な
ど
の
先
進
的
技
術

を
早
く
か
ら
導
入
し
、
品
質
・
収
量
向

上
の
た
め
の
技
術
確
立
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

赤
ピ
ー
マ
ン
の
生
産
に
取
り
組
む
と

と
も
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

活
用
す
る
な
ど
販
売
活
動
に
も
貢
献
し

ま
し
た
。
天
敵
や
黄
色
蛍
光
灯
の
導
入

に
も
早
く
か
ら
取
り
組
み
、
I
P
M
で

も
優
れ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
と
ダ
イ
コ
ン
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
省
力
化
機
械
の
導
入
に
よ
り

大
規
模
経
営
を
実
践
し
て
い
る
ほ
か
、

土
づ
く
り
に
よ
る
連
作
障
害
回
避
と
減

農
薬
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

会
（
農
地
中
間
管
理
機
構
（
以
下
、「
機

構
」））
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
機
構
が

農
地
の
受
け
手
を
探
し
ま
す
。
ま
た
、

賃
料
の
徴
収
、
支
払
い
は
機
構
が
行
い

ま
す
。

　

希
望
す
る
受
け
手
が
い
る
場
合
も
御

相
談
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
農
地
の
一
定
割
合
（
二
割

超
）
を
機
構
に
貸
す
場
合
や
個
人
が
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
国
か
ら
貸

し
付
け
る
面
積
に
応
じ
て
協
力
金
の
交

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
市
役
所
、
海
匝
農
業
事
務
所

企
画
振
興
課
（
電
話
0
4
7
9

－

62

－

0
1
5
6
）
ま
た
は
、（
公
社
）
千
葉

県
園
芸
協
会
農
地
部
（
電
話
0
4
3

－

2
2
3

－

3
0
1
1
）
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
　

平
成
30
年
２
月
７
日
（
水
）

　
　
　

13
時
か
ら

場
所
　

い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー

内
容
　

「
儲
か
る
農
業
へ
の
改
革
！

　

脱
サ
ラ
就
農
で
、
九
条
ね
ぎ
年
商
10

億
円
」（
仮
）（
講
師

：

農
業
生
産
法

人
こ
と
京
都
株
式
会
社
　

代
表
取
締

役
　

山
田
敏
之
氏
）

事
例
発
表
　

省
力
化
技
術
、
環
境
制
御

　

技
術
、Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入
の
３
事
例
を
予
定

お
問
い
合
わ
せ
先

　

海
匝
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課

　

0
4
7
9

－

62

－

0
3
3
4

〜
海
匝
地
域
農
山
漁
村
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
研
修
会
〜

農
業
の
就
業
条
件
や
雇
用
確
保
・
作
業
環
境
を
男
女
に
考
え
る

と
　

も

㈱ドロップ代表取締役 三浦綾佳氏の講演 今後の抱負などを発表

女性用の草刈り機を紹介 ワーキングウェアのファッションショー

　　

葉
た
ば
こ
栽
培
に
お
い
て
、
県
内
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
収
量
・
品
質
を
維

持
し
て
い
る
海
匝
地
域
で
、
長
年
に
わ

た
り
葉
た
ば
こ
栽
培
の
維
持
存
続
に
尽

力
し
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
の
土
耕
と
水
耕
で
小
ね
ぎ
を
中

心
に
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
経
営
の

法
人
化
も
早
く
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
大
規
模
経
営
に
着
手
す
る

な
ど
、
青
年
時
代
か
ら
地
域
農
業
を

リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
後
継

者
組
織
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

制
度
情
報

海
匝
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

平
成
29
年
10
月
24
日
に
千
葉
市
の

「
プ
ラ
ザ
菜
の
花
」
に
お
い
て
指
導
農

業
士
４
名
、
農
業
士
３
名
が
め
で
た
く

認
証
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

薄

田

義

続
さ
ん

　

（
旭
市
）

　

　

　

　

　

　

施
設
野
菜

林　

達

也
さ
ん

　

　

（
旭
市
）

　

　

　

　

　

　

露
地
野
菜

石

毛

孝

一
さ
ん

　

　

（
旭
市
）

　

　

　

　

　

　

露
地
野
菜

伊

藤

昌

美
さ
ん

　

（
匝
瑳
市
）

　

　

　

　

　

　

施
設
野
菜

指
導
農
業
士
の
方

宮

﨑

泰

輔
さ
ん

　

（
銚
子
市
）

　

　

　

　

　

　

露
地
野
菜

農
業
士
の
方

～
本
年
度
新
た
に
知
事
か
ら

　
　
　
　

認
証
さ
れ
た
方
々
で
す
～

指
導
農
業
士
・
農
業
士
紹
介

髙

木

幸

雄
さ
ん

　

（
旭
市
）

　

　

　

　

　

　

葉
た
ば
こ

大

網

健

雄
さ
ん

（
旭
市
）

施
設
野
菜
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○
養
豚
農
家
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と
酪
農

家
が
連
携
し
て
牛
用
自
給
粗
飼
料
生
産
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

旭
市
は
県
内
有
数
の
畜
産
産
地
で
あ
り
、
畜
産
農

家
の
課
題
と
し
て
自
給
粗
飼
料
の
活
用
、
家
畜
ふ
ん

堆
肥
の
流
通
拡
大
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
海
匝
農
業
事
務
所
で
は
、「
養
豚
農
家
」

が
農
地
を
確
保
し
て
豚
ぷ
ん
堆
肥
を
施
用
し
、
そ
の

後
「
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
」
が
飼
料
作
物
の
播
種
か
ら

収
穫
作
業
を
担
い
、
発
酵
さ
せ
た
サ
イ
レ
ー
ジ
を

「
酪
農
家
」
に
供
給
す
る
と
い
っ
た
連
携
モ
デ
ル
の

構
築
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
現
地
課
題
調
査
研
究
事
業
に
お
い

て
20
a
の
試
験
展
示
圃
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
も
と
に
各
組
合
の
会
合
な
ど
で
協
力
者
を
募
り
、

平
成
28
年
度
に
は
６
圃
場
で
約
2
8
0
a
、
平
成
29

年
度
に
は
12
圃
場
で
約
4
2
2
a
ま
で
取
組
を
拡
大

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
栽
培
し
た
デ
ン
ト
コ
ー

ン
の
生
育
は
良
好
で
、
平
均
10
a
当
た
り
約
６
ｔ
の

収
穫
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
事
務
所
で
は
、
引
き
続
き
畜
産
農
家
同
士
が
連

携
を
と
っ
た
自
給
粗
飼
料
生
産
の
取
組
に
つ
い
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

○
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
対
策

　

近
年
、
管
内
全
域
で
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ

ガ
イ
（
通
称
「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
」）

の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
生
態
と
被
害
、

冬
季
～
移
植
前
の
防
除
対
策
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

1
．生
態
と
被
害

　

水
田
の
表
層
の
土
中
や
水
路
な
ど
で

越
冬
し
、
気
温
が
上
昇
し
て
水
田
に
水

が
入
る
と
活
動
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、

取
水
の
際
に
用
水
や
水
路
か
ら
も
水
田

に
侵
入
し
ま
す
。

　

移
植
後
２
～
３
週
間
頃
ま
で
の
柔
ら

か
い
苗
を
食
害
し
、
水
深
が
深
い
と
移

植
し
た
ば
か
り
の
苗
が
ほ
と
ん
ど
無
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

卵
は
濃
い
ピ
ン
ク
色
で
、
水
稲
の
茎

や
水
路
の
壁
等
に
産
卵
す
る
の
で
よ
く

目
立
ち
ま
す
。

2
．冬
季
に
で
き
る
防
除
対
策

（
1
）ロ
ー
タ
リ
ー
耕

　

１
月
か
ら
２
月
の
厳
寒
期
に
ロ
ー
タ

リ
ー
耕
を
行
い
、
越
冬
中
の
貝
を
破
砕

す
る
と
同
時
に
寒
気
に
さ
ら
し
ま
す
。

走
行
速
度
を
遅
く
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
回

転
数
を
上
げ
る
の
が
コ
ツ
で
す
。
耐
寒

性
は
高
く
な
い
の
で
、
寒
さ
に
当
て
る

こ
と
で
越
冬
率
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
2
）水
路
対
策

　

用
排
水
路
に
た
ま
っ
た
水
の
排
水
、
発

生
し
た
用
水
路
の
雑
草
の
除
去
な
ど
、

地
区
全
体
で
水
路
清
掃
を
実
施
す
る
と

よ
り
効
果
的
で
す
。

○
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て

　

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て
、
更

な
る
食
の
安
全
・
安
心
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
会
で
は
、Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得

が
食
糧
調
達
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
千

葉
県
で
も
平
成
30
年
２
月
か
ら
国
の
基

準
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
準
拠

し
た
県
認
証
制
度
で
あ
る
「
ち
ば
Ｇ
Ａ

Ｐ
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
と

は
、Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　

Ａ
ｇ
ｒ

ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
　

Ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｃ
ｅ
の
頭
文
字
で
「
農
業
生
産
工
程

管
理
」
と
訳
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
農
業
生
産
の
各
工
程

に
お
い
て
、
計
画
、
実
施
、
記
録
、
点

検
評
価
を
行
う
こ
と
に
よ
る
持
続
的
な

改
善
活
動
で
、「
食
品
安
全
」、「
労
働

安
全
」、「
環
境
保
全
」
の
３
つ
の
視
点

を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
安
全
で
は
、
圃
場
や
出
荷
施
設

の
衛
生
管
理
、
農
薬
の
適
正
使
用
、
出

荷
物
へ
の
異
物
混
入
防
止
、
出
荷
容
器

や
水
源
等
の
安
全
性
な
ど
で
す
。

　

労
働
安
全
で
は
、
生
産
者
自
身
が
事

故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
作
業
方
法
や

作
業
に
適
し
た
服
装
、
健
康
管
理
、
農

薬
や
肥
料
、
燃
料
等
の
適
正
保
管
な
ど

で
す
。

　

環
境
保
全
で
は
、
必
要
以
上
の
施
肥

を
し
な
い
よ
う
な
施
肥
方
法
や
薬
剤
の

飛
散
防
止
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
農
業
生
産
に
係
る
様
々
な

項
目
に
対
し
、
計
画
を
持
っ
て
主
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
は
、
産
地
全
体
に
対

す
る
信
頼
性
の
向
上
や
作
業
改
善
に
よ

る
コ
ス
ト
低
減
、
品
質
向
上
等
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
農
業
者
の
皆
様
の
取
組

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
場

合
は
、
海
匝
農
業
事
務
所
企
画
振
興
課

（
電
話
0
4
7
9

－

62

－

0
1
5
6
）
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
30
年
産
以
降
も
米
の
生
産
調

整
が
必
要
で
す
！

飼
料
用
米
を
主
と
し
た

　
　
　
　
　
　

米
の
生
産
調
整

　

平
成
30
年
産
以
降
は
、
国
に
よ
る

「
米
の
生
産
数
量
目
標
」
の
配
分
が
廃

止
さ
れ
ま
す
が
、
米
の
需
要
量
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
価
格

の
安
定
の
た
め
に
は
、
引
き
続
き
、
米

の
生
産
調
整
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
、
飼
料
用
米
等
に
よ
る
「
需

要
に
応
じ
た
米
生
産
」
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

30
年
産
以
降
は
「
米
の
生
産
数
量
目

標
」
に
代
わ
り
、
稲
作
農
家
に
は
、
地

域
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
「
米
の
生
産

目
安
」
が
示
さ
れ
ま
す
。

　

飼
料
用
米
に
取
り
組
む
際
に
は
、
国

の
助
成
制
度
が
充
実
し
て
お
り
、
主
食

用
米
と
収
穫
期
の
ピ
ー
ク
を
分
散
で
き

る
多
収
品
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、

ほ
場
を
団
地
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作

業
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　

29
年
産
の
海
匝
地
域
の
状
況
は
、
飼

料
用
米
7
7
3

．5
ha
（
う
ち
多
収
品

種
5
7
6

．5
ha
）、
W
C
S
用
稲
66

．

9
ha
（
29
年
9
月
20
日
時
点
）
で
す
。

　

取
組
の
申
請
や
、
収
入
試
算
等
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
各
市
農
業
再
生
協
議

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
銚
子
パ
パ
イ
ヤ
組
合
が
設
立

　

銚
子
市
で
は
、
健
康
野
菜
の
一
つ
と
し
て
注
目
を
浴

び
て
い
る
青
パ
パ
イ
ヤ
の
生
産
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

一
昨
年
、
１
名
の
生
産
者
の
試
験
的
栽
培
か
ら
始
ま
り
、

昨
年
は
19
名
が
栽
培
に
取
り
組
ん
で
、Ｊ
Ａ
ち
ば
み
ど

り
で
の
査
定
会
も
開
催
さ
れ
、
出
荷
規
格
を
統
一
し
た

共
同
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
産
地
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
る

た
め
、
平
成
29
年
３
月
27
日
に
Ｊ
Ａ
ち
ば
み
ど
り
営
農

セ
ン
タ
ー
銚
子
に
お
い
て
、「
銚
子
パ
パ
イ
ヤ
組
合
」

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
は
銚
子
市
と

旭
市
（
旧
飯
岡
町
）
の
生
産
者
28
名
で
、
生
産
者
同
士

の
交
流
に
よ
る
共
同
出
荷
の
円
滑
化
や
一
層
の
有
利
販

売
、
生
産
技
術
の
向
上
、
苗
や
生
産
資
材
の
共
同
購
入

等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
様
々
な
機
能
性

食
品
が
人
気
で
す
。
青
パ
パ
イ
ヤ
は
、
美
容
や
健
康
に

良
い
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
タ
ン
パ
ク
質
分

解
酵
素
「
パ
パ
イ
ン
」
や
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
「
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
」、「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」
な
ど
の
栄
養
成
分
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
く
せ
が
な
い
の
で
サ
ラ
ダ

や
炒
め
物
、
ス
ー
プ
な
ど
料
理
の
幅
が
広
く
、
今
後
の

消
費
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ふ
さ
こ
が
ね
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

　

「
第
１
回
千
葉
ふ
さ
こ
が
ね
コ
ン
テ
ス
ト
in
そ
う
さ
」

（
実
行
委
員
長
　

佐
瀬
義
紀
氏
）
が
平
成
29
年
10
月
27

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
千
葉
県

で
育
成
さ
れ
た
「
ふ
さ
こ
が
ね
」
の
さ
ら
な
る
生
産
意

欲
向
上
と
消
費
拡
大
を
目
的
に
、
匝
瑳
市
の
ふ
さ
こ
が

ね
生
産
者
の
発
案
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
匝
瑳
市

を
中
心
に
県
内
か
ら
27
点
の
出
品
が
あ
り
、
一
次
審
査

は
食
味
計
の
デ
ー
タ
等
を
も
と
に
総
合
的
に
評
価
し
て

７
点
を
選
抜
、
２
次
審
査
で
は
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
、
米

穀
問
屋
な
ど
総
勢
22
名
に
よ
る
食
味
審
査
で
最
優
秀
賞

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
事
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、
匝
瑳
市
の
生
産
者

で
、「
ふ
さ
こ
が
ね
」
に
か
け
た
熱
い
情
熱
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
審
査
員
か
ら
は
、「
大
粒
で
ふ
っ
く
ら
と

し
た
炊
き
上
が
り
で
冷
め
て
も
お
い
し
い
」、「
改
め
て

「
ふ
さ
こ
が
ね
」
の
良
さ
を
実
感
し
た
」
と
好
評
で
し
た
。

　

「
ふ
さ
こ
が
ね
」
の
作
付
割
合
は
、
県
全
体
で
約

14
％
の
と
こ
ろ
、
海
匝
地
域

で
は
24

．６
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
今
後
の
生
産
と
消
費
の

拡
大
に
向
け
た
大
き
な
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。

制
度
情
報

予選通過した7点を慎重に審査予選通過した7点を慎重に審査

銚
子
市
の
話
題

銚
子
市
の
話
題

旭
市
の
話
題

旭
市
の
話
題

匝
瑳
市
の
話
題

匝
瑳
市
の
話
題

技
術
情
報

一面のデントコーンと収穫風景一面のデントコーンと収穫風景

青パパイヤの樹と果実青パパイヤの樹と果実

り
ま

た

冬でもジャンボタニシの多い水田冬でもジャンボタニシの多い水田


